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大江橋から西を望む　中之島側護岸と正面ガーデンブリッジの照明演出と同調させた西エリア基本演出風景（ブルーベースホワイト流れ）。
色変化の動きを高速道路上を走行するクルマの進行方向に合わせて設定。下部小写真は左から春夏秋冬それぞれの西エリア時報演出風景。

土佐堀川と堂島川に挟まれた中之島は、以前から取り囲む護岸と架
かる橋梁がライトアップされ、水辺の美しい夜景が知られるエリアでし
たが、堂島川北岸上を走る阪神高速道路 1 号環状線と 11 号池田線の
橋脚ライトアップに 2022 年 12 月、新たな演出照明が導入されました。

採用されたのは数百万色を超えるカラー表現を動的に自由に変化さ
せられるフルカラー LED 演出照明システム。10 度× 40 度のスプレット
レンズとグレアシールドを装着した灯具を、橋脚下部に 3 台 1 組として
37 組計 111 台設置しています。演出プログラムは、大江橋を境に西エ

リアと東エリアに分けて設定。通常はエリア別の基本演出と時報演出
（毎時00分と30 分）を再生しています。また天神祭、クリスマス、点灯記

念日には特別プログラムにてライトアップ。点灯は冬17時、春秋18時、
夏19時とし、消灯は23時。鮮やかな色彩を放つ阪神高速道路の橋脚が、
夜の中之島により幻想的なライトアップ空間を創り出しています。

なお本件は、阪神高速道路（株）が入札公告した「中之島地区橋脚
ライトアップ設備賃貸借契約（2022 年度）」をみずほ東芝リース（株）
が受注した、10 年間のリース・メンテナンス契約となっています。

堂島川にかかる阪神高速道路の橋脚37脚をフルカラーLED演出照明システムにより、色鮮やかにライトアップ。

歴史的建造物や官公庁、高層ビルが建ち並ぶ中之島は、街のあかりとさまざまなライトアップが織りなす夜景が美

しく、水と光のまちづくりを進める大阪を象徴するエリア。2022 年 12 月からは堂島川上を走る阪神高速道路の橋

脚がフルカラー LED 演出照明システムによりライトアップされ、いっそう鮮やかな彩りの夜景が創出されています。

LIGHTING SCENE 中之島地区橋脚ライトアップ
【 物件概要 】

所在地：大阪府大阪市北区中之島周辺
施主：阪神高速道路㈱
リース会社：みずほ東芝リース㈱
照明設計：東芝ライテック㈱
設計施工：電気／㈱エフエムシー
竣工：2022 年 12 月

主な掲載器具一覧
設置場所 器　具　名　（品種名） 形　名 台数 備考
橋脚下部 フルカラー LED 演出照明 ColorBlast IntelliHue Powercore gen4 BLP-HUE-WH-01 111 消費電力：50W

鉾流橋から東を望む　オレンジ色を基調としたホワイト流れの東エリア基本演出照明風景。

水晶橋から東を望む　レインボー色の彩の変化が楽しめる東エリア冬期時報演出風景。

天神祭の照明演出　7月に行われる天神祭の特別演出は24日宵宮用と25日本宮用の2種類を設定。

クリスマスの照明演出　写真奥から手前に向けて赤色と緑色が流れてくる特別演出風景。

制御盤全体写真（左）と操作表示パネル部拡大写真（右）。水面近くにグレアシールド付きの器具を1脚につき3台設置。

LIGHTING SCENE 中之島地区橋脚ライトアップ
古くから大阪の中心として賑わってきた中之島は、
旧淀川である堂島川と土佐堀川に挟まれた東
西約3kmの細長い中洲。現在は大阪のシンボル
アイランドとして、歴史文化、水都大阪、国際ビジ
ネスなどの視点からさまざまな再開発プロジェ
クトが行われています。また、水と光のまちづくり
の中心地として、橋梁や護岸のライトアップが実
施されるとともに、毎年12月に催される「OSAKA
光のルネッサンス」の舞台にもなっています。


